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我が家の庭でツマグロヒョウモンの越冬幼虫を観察

奥 素 八 子

ツマグロヒョウモンの越冬幼虫を庭で発見しました。石川県で、ツマグロヒョウモンが

越冬しているのは確実だと思われていますが、越冬幼虫はまだ発見されていなかったと思

います。

2001年から2002年にかけての冬は、暖冬傾向で３月には早くも暖かい日が続き、３月12

日にプランターのスミレで15mm位の幼虫を観察しました。太陽の光で体を暖めているので

しょうか、スミレの葉の上でじっとしていました。暖冬だったとはいえ、プランターにも

雪が積もったり、凍てついた事もあったので、人知れず生き残っていた幼虫を見て、良く

耐え忍んでいたものだと、生命力の強さに感動しました。

他にもいないかと探すと、同じプランターから10～20mm位の幼虫が５頭見つかりました

ので、地植のスミレなど庭中探してみましたが、他には見つかりませんでした。このプラ

ンターは南側に置いてあったもので、プランターのスミレは、冬の間も枯れずに青々とし

た状態でした。食痕は、見かけなかったように思います。まるで成長を止めて休眠し、ス

ミレの根本にうずくまって春を待っているように感じました。

見つけた幼虫は、パンジーの鉢に移し、サンルームに入れて観察することにしました。

寒い戸外で我慢していたせいか、成長が遅くて弱々しく、蛹まで育ったのは２頭だけで、

残りは死んだり行方不明になったりしました。４月23日に１♂が、４月28日には１♀が羽

化し、庭に放したところ、元気にどこかへ飛んで行きました。

2002年３月12日 石川県小松市八里台 ５幼(10～20mm) 奥 素八子

《おく すやこ 〒923-0056 小松市八里台１２－３》

柳田村でスジボソヤマキチョウを目撃

三 上 秀 彦

近年、能登地方でのスジボソヤマキチョウの記録が途絶えているが、筆者は柳田村で下

記のように成虫を確認しているので、記録にとどめておきたい。

2002年３月13日 石川県鳳至郡柳田村上町 １♂目撃 三上秀彦

2002年３月13日 石川県鳳至郡柳田村久田 １♂１♀目撃 三上秀彦

間近で目撃した確実な３個体のみを記録したが、久田では、上記の他にも明らかに本種

と思われる個体を３頭目撃している。

《みかみ ひでひこ 〒920-0264 内灘町北部土地区画２７－９》
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石川県北部のギフチョウ発生地

久 慈 一 英

金沢市ではギフチョウ発生地の北限に近い金沢市宮野のカンアオイ群落を調査してきた

ので報告する。金沢市の北部にあたる北陸自動車道周辺はギフチョウの発生地が乏しく、

松井正人氏から情報を得ていた場所である。現地は急斜面に廃畑などあり、上部はスギ植

林地となっている。小さな谷となっていて、わずかに水が流れている。狭いながら連続し

てカンアオイが見られるが、基本的にササや木があって環境は暗い。1999年に行ったとき

にはギフチョウの卵は見なかったが、今年は、30分ほどで下部から上部にかけて5卵塊以

上確認できた。松井氏も、卵はときどき観察しているが、成虫は見たことがないという。

特に上部の植林地が間伐されており、成虫も見られそうな気がした。調査を継続したい。

2002年４月27日 石川県金沢市宮野 ギフチョウ5卵塊以上観察、内2卵塊採集

2002年５月３日 自宅で2卵塊すべて孵化

《 参考文献 》

松井正人(1997) 石川県最北のギフチョウ．翔(125)：1．

《くじ いちえい 〒920-1161 金沢市鈴見台3-1-3》

松任市矢頃島にギフチョウ飛来

牧 原 悟 郎

３月10日に、辰口町和気小学校の先生から、飼育中のギフチョウが羽化したと電話をい

ただいた。あわてて自宅の飼育ケースをのぞき込んだところ、３、４日前に羽化しただろ

う１頭がうごめいていた。羽化させるにはまだ早いと思い、３月11日には残りの蛹を冷蔵

庫に入れ、再冬眠させることにした。

３月16日には、矢頃島の娘宅の庭にギフチョウが飛来し採集したとのことで、行ってみ

ると大型の新鮮な♀だった。３月26日にも１♀が飛来し採集している。矢頃島は水田地帯

にあり、おそらくは鶴来町の山からか、手取川を隔てた辰口町の山から強風によって吹き

飛ばされてきたものと思われるが、いずれも直線距離で３ｋｍ以上はある。

ギフチョウ 2002年３月16日 石川県松任市矢頃島 １♀ 村田ゆつ子

ギフチョウ 2002年３月26日 石川県松任市矢頃島 １♀ 村田ゆつ子

《まきはら ごろう 〒924-0386 松任市山島台３－４４》
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輪島市におけるミヤマチャバネセセリとオオチャバネセセリの最近の動向

日 吉 芳 朗・日 吉 南 賀 子

石川県輪島市におけるミヤマチャバネセセリとオオチャバネセセリの記録は、松井正人

（1998）の中にみあたらない。また、当地における蝶の最も古い記録の一つとされている

浅見行一･的場和雄（1952）にも、ミヤマチャバネセセリは記されていない。

◆ミヤマチャバネセセリ

記録としてあらわれた最初のものは、天野勝広（1997）にあり、1996年、気勝山、高洲

山、深見町で採集された３♂１♀である。翌年、松井正人氏は三井町与呂見坂田で１頭を

目撃、鉢伏山で１幼を採集された（私信による）。筆者も同年、鉢伏山で１♀を得たが、

その後、姿をみることがなかった。ところが2001年、市内のあちこちに散見されたことか

ら、これまでにない数が発生した可能性がある。

1997年９月21日 輪島市鉢伏山 １♀ 日吉芳朗

2001年４月26日 輪島市大野矢向 ２♂ 日吉南賀子

2001年４月28日 輪島市大野矢向 １♂１♀１頭目撃 日吉芳朗

2001年５月12日 輪島市上黒川 １♀１頭目撃 日吉南賀子

2001年５月16日 輪島市三蛇山 １♂ 日吉南賀子

2001年７月31日 輪島市鉢伏山 １♀ 日吉芳朗

2001年９月２日 輪島市深見明前 １♀ 日吉南賀子

◆オオチャバネセセリ

浅見行一･的場和雄（1952）には、7月から９月にかけて、記録された地として高洲山、

気勝山、輪島町、鵠巣村、河原田村、大屋村（旧村町名はいずれも現在の輪島市）があげ

られており、当時、かなり広い範囲に生息していたことがうかがえる。実際、筆者の手元

にも、1954年に採集された２頭が残っている。ところがその後、目に止まることがほとん

どなくなり、1984年の採集を最後に現在にいたっている。そのため筆者は、気になる種の

１つに数えている。

1954年７月11日 輪島市河井一本松公園 １♀ 日吉芳朗

1954年７月16日 輪島市河井一本松公園 １♀ 日吉芳朗

1962年８月23日 輪島市高洲山 １♀ 日吉芳朗

1984年８月15日 輪島市高洲山 １♂ 日吉治朗

1984年８月26日 輪島市高洲山 １♂１♀ 日吉宏朗・日吉芳朗

1984年９月16日 輪島市久手川大平 １♀ 日吉芳朗

《参考文献》

浅見行一･的場和雄（1952）石川県旧鳳至郡の蝶類について：４．輪島高等学校．

松井正人（1998）蝶類．石川県の昆虫：343－344．石川県．

天野勝広（1997）輪島のセセリチョウについて．アカハネムシ（22）：5－6．

《ひよし よしろう・ひよし ながこ 〒928-0001 輪島市河井町１部64－1》



- 4 -

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５６ ＪＵＮ. ２００２

アサギマダラを捜して新潟県柏崎市米山へ

松 井 正 人

アサギマダラのマーキングを目的に、2001年８月12日に柏崎市の米山を訪れた。米山へ

は国道８号線を北上し、ＪＲ米山駅を過ぎてしばらくして右折し、大平集落を過ぎて米山

林道に入り、終点の標高750ｍまで車で入った。標高500ｍ付近から立派なブナ林が顔を出

し、いやがうえにも期待がふくらんだ。終点近くの林道はたいそう荒れていたが、車での

出入りはあるようで、他の車も止まっていた。終点部から頂上までは、徒歩約20分。急な

上りで、雨上がりの道は良く滑った。頂上までの道のりには、アサギマダラが飛来しそう

な花として、ヒヨドリバナ、クサアジサイ、ゴマナ、シシウド、ホツツジ、リョウブ、ト

ラノオ、カニコウモリ等が咲いていたが、アサギマダラは見られなかった。

頂上には、社、休憩所、トイレが、それぞれ別棟で建ち、休憩所で宿泊している人もい

た。歩き始めは雲の中だったが、ここは晴れていた。狭いピークで、ぼんやり待つのも退

屈なため、熊野権現まで往復したが、長靴を履いていたため、雨上がりの道は良く滑った。

頂上から四方へ延びる登山道も、女人堂までは往復しようと計画していたのだが、あきら

めて、頂上でのんびり観察することにした。

頂上には、キアゲハやツマグロヒョウモン、ミドリヒョウモンなどが占有行動をとり、

時々黒いメスグロヒョウモンも飛んできた。金沢周辺では既に普通に観察されるツマグロ

ヒョウモンではあるが、既に新潟の標高1000ｍ近くの山で観察できるとは驚いた。そんな

中、１頭のアサギマダラが雲の中から落ちるように飛来した。「よねやま００１」とマー

クして放すが、なぜか飛び立たない。飛び立てない程に疲れている様子だったので、近く

の木の葉の上に乗せた。11時近くなると、辺りも晴れ上がり、眼下には海岸から日本海が

大きく広がってきた。この先遠く、珠洲岬から飛び立ったアサギマダラが飛来してはいな

いかと期待して登った米山だったが、その後は全く飛来せず、観察できたアサギマダラは

この１頭だけに終わってしまった。

■２００１年８月１２日 新潟県柏崎市米山山頂 松井正人 目撃

キアゲハ ４頭 メスグロヒョウモン ３♀

ヤマトシジミ ２♂２♀ ミドリヒョウモン １♂１♀

ダイミョウセセリ １頭 ツマグロヒョウモン ２♂

ヒオドシチョウ １頭 アサギマダラ １♀

米山は、かつて女人禁制の山であったが、人気がある山の様で、頂上にいると家族連れ

などが次々と登ってきた。

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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2001年の石川県輪島市におけるアサギマダラのマーキング調査

日 吉 芳 朗･日 吉 南 賀 子

筆者らの輪島市における鉢伏山を中心としたアサギマダラのマーキング調査は2001年で

3年目をむかえた。松井正人氏が能登半島で最初に行われたのが1986年の宝達山とのこと

であるから、まさに緒についたばかりの感をいなめない。

輪島市の山地でアサギマダラが目につきはじめるのは例年、5月中～下旬であるが、個

体数はたいへん少ない。本年も例外ではなく、5月21日より７月15日までのマーク個体は、

舳倉島の２頭を含め７頭にすぎなかった。

７月18日を皮切りに鉢伏山の北側斜面にはアサギマダラの集団が現れ、22～25日と８月

２～３日にピークがみられた。しかし、昨年のような大集団ではなかったようにみえる。

ところが、本年の大きな特徴の一つは、8月20日を境に突然その姿を消してしまい、以後、

９～10月には、鉢伏山周辺で１頭すら目撃できなかったことである。というのは例年９月

中旬には小規模な集団がみられるとともに、下旬にかけても少数ながら目につくからであ

る。そうしたこともあって、本年の総マーク数は924頭で、昨年の1047頭（日吉宏朗マー

クを含む）より123頭少なかったが、県外で再捕獲された個体は以下のとおり５♂と、昨

年の３♂を上回り広がりをみせた。

■♂ 2001年７月25日 輪島市鉢伏山、日吉芳朗放蝶 → 2001年８月12日 滋賀県八雲

ヶ原比良山スキー場、内田孝再捕獲、移動距離は18日で約254km

■♂ 2001年７月22日 輪島市鉢伏山、日吉芳朗放蝶 → 2001年８月25日 福島県耶麻

郡北塩原村、吉川素子再捕獲、移動距離は34日で約281km

■♂ 2001年７月31日 輪島市鉢伏山、日

吉芳朗放蝶 → 2001年10月6日 愛

知県知多郡南知多町内海フォレスト

パーク、佐藤英治再捕獲、移動距離は

67日で約295km

■♂ 2001年８月１日 輪島市鉢伏山、日

吉芳朗放蝶 → 2001年10月12日 徳

島県海部郡由岐町明神山、撫中喜代美

再捕獲、移動距離は72日で約448km

■♂ 2001年７月24日 輪島市鉢伏山、日

吉芳朗放蝶 → 2001年11月18日 沖

縄県西表島仲間川林道、西田貴明再捕

獲、移動距離は117日で約1914km
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筆者ら（日吉宏朗を含む）が放蝶したもので、東北地方と四国で再捕獲されたものは今

年がはじめてである。また西表島のものは、その移動距離と生存日数においてはこれまで

の最長記録に近い（西田貴明、2002）。また、この西表島で再捕獲された個体を放蝶した

７月24日には、マーキング中に多数のアサギマダラとともに吸蜜していたタイワンアサギ

マダラ１♂を採集した（日吉芳朗、2001）。これは本州での初記録と思われる。

これらの結果は、色々な人たちにお世話になり、支えられた結果かと思われる。特に、

各地で再捕獲していただいた皆さん、再捕獲地までの移動距離を計測していただいた藤井

恒氏には、深く感謝の意を表したい。

2001年輪島市におけるアサギマダラマーキング頭数

月日 計 鉢伏山 高洲山 宝立山 その他 時刻 温度 天気

5月21日 1♂ 1♂ 8:40 23 曇
6月2日 2♂ 2♂ 11:00-11:02 26 晴
6月9日 1♂ 1♂ 舳倉島 10:32 21 曇
6月17日 1♂ 1♂ 15:35 24 晴
6月22日 1♀ 1♀ 14:45 21 曇
7月15日 1♀ 1♀ 石休場 16:52 28 晴
7月18日 11♂3♀ 9♂3♀ 2♂ 7:40-8:42 23 曇
7月19日 2♂1♀ 2♂1♀ 12:54-13:20 28 曇
7月20日 36♂22♀ 36♂22♀ 7:43-10:22 23 曇
7月21日 26♂9♀ 22♂9♀ 4♂ 7:08-9:52 22 晴
7月22日 53♂38♀ 53♂38♀ 6:44-10:48 26 晴
7月24日 77♂30♀ 77♂30♀ 6:38-11:52 26 晴
7月25日 60♂20♀ 60♂20♀ 6:40-11:46 23 晴
7月26日 12♂1♀ 11♂1♀ 1♂ 6:52-7:52 20 曇
7月28日 18♂3♀ 18♂3♀ 6:23-7:42 24 晴
7月31日 43♂10♀ 43♂10♀ 7:05-9:45 27 晴
8月1日 41♂2♀ 41♂2♀ 7:05-9:41 26 晴
8月2日 82♂29♀ 82♂29♀ 6:25-11:56 24 晴
8月3日 64♂32♀ 63♂31♀ 1♂1♀ 6:33-11:38 26 晴
8月4日 17♂1♀ 17♂1♀ 17:12-17:56 23 曇
8月6日 25♂1♀ 25♂1♀ 6:33-7:57 20 曇
8月7日 41♂14♀ 41♂14♀ 6:35-10:18 22 曇
8月8日 28♂4♀ 28♂4♀ 6:20-7:57 22 晴
8月12日 2♂ 2♂ 7:00-7:20 22 晴
8月14日 12♂ 12♂ 6:28-7:25 24 晴
8月15日 4♂2♀ 4♂2♀ 6:18-7:00 23 晴
8月16日 21♂2♀ 21♂2♀ 7:14-8:20 24 晴
8月16日 1♂ 1♂ 9:41 26 晴
8月18日 1♀ 1♀ 7:43 22 曇
8月20日 4♂ 4♂ 6:50-7:21 23 晴
9月9日 3♂1♀ 3♂1♀ 14:42-14:53 25 晴
9月16日 6♂1♀ 6♂1♀ 14:58-15:44 20 曇
9月19日 1♂ 1♂ 14:31 18 曇

合 計 695♂ 674♂ 8♂ 11♂ 2♂
229♀ 225♀ 1♀ 2♀ 1♀
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《参考文献》

日吉芳朗・日吉南賀子・日吉宏朗（2001）2000年の輪島市におけるアサギマダラ―マーキ

ングと観察記録―．翔（148）：１－３．

西田貴明（2002）西表島で再捕獲したアサギマダラ．月刊むし（372）：34－35．

日吉芳朗（2001）石川県輪島市でタイワンアサギマダラを採集．月刊むし（370）：2．

《ひよし よしろう・ひよし ながこ 〒928-0001輪島市河井町1部64-1》

能登で未記録と思われる４種のカミキリムシの報告

井村正行・江崎功二郎

1.タテジマカミキリ Aulaconotus pachypezoides Thomson

1998年５月31日 石川県鳳至郡門前町猿山岬 ３頭 井村正行

ヤマウコギの生木についた枯れ枝のビーティングより得られた。筆者の１人である江崎

は、後の調査で本種の幼虫がヤマウコギを食害している事を確認し、採集もしている。

これまで本種は、栽培されたカクレミノより少数例の採集記録があったが、今回自然分

布の自生植物より採集されたことは、本種も土着種であった可能性を示唆するもので、注

目に値すると思われる。

2.クビジロカミキリ Xylariopsis mimica Bates

1998年５月31日 石川県鳳至郡門前町猿山岬 １頭 井村正行

本種は、入場 登氏が倉ヶ岳で採集した１例のみの記録であった。今回、蔓性植物の枯

れ枝のビーティングで得られたが、同地には本種の幼虫のホストであるツルウメモドキが

多く見られた。本種に関しては、金沢城址の環境調査でも得られていると聞いている。

3.クリイロチビケブカカミキリ Terinaea atrofusca Bates

1998年５月31日 石川県鳳至郡門前町猿山岬 多数 井村正行・江崎功二郎

本種は、シナノキの枯れ枝のビーティング、スウィーピング、及び枯れ枝からの新成虫

の割り出し等で得られた。

4.クロニセリンゴカミキリ Eumecocera unicolor Kano

1998年５月31日 石川県鳳至郡門前町猿山岬 多数 井村正行・江崎功二郎

本種は、シナノキの生葉や枯れ枝のスウィーピングで得られた。

《参考文献》

井村正行（1998）コウチュウ目カミキリムシ科，石川県の昆虫：197-217．石川県．

《いむら まさゆき 〒920-0211 金沢市湊１-128》

《えさき こうじろう 〒921-8044 金沢市米泉4-26-403》
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石川県初記録と思われる甲虫２種の記録

井村正行・江崎功二郎

1.アカオビタマクモゾウムシ Egiona konoi Nakane

1998年５月31日 鳳至郡門前町猿山岬 ４頭採集多数確認 井村正行・江崎功二郎

タモ類の枯れ枝等より多くを確認した。

2.クチキオオハナノミ Pelecotomoides tokejii Nomura et Nakane

1998年５月31日 鳳至郡門前町猿山岬 １頭採集 江崎功二郎

2000年７月20日 江沼郡山中町大土 ５頭採集 井村正行・江崎功二郎

いずれも葉上に止まっていたものであった。

《参考文献》

高羽正治（1998）コウチュウ目ゾウムシ科，石川県の昆虫：245．石川県．

高羽正治（1998）コウチュウ目オオハナノミ科，石川県の昆虫：194．石川県．

《いむら まさゆき 〒920-0211 金沢市湊１-128》

《えさき こうじろう 〒921-8044 金沢市米泉4-26-403》

金沢市曲子原で得た石川県初記録と思われる甲虫

松 井 正 人

石川県金沢市曲子原地内で、以下の石川県初記録と思われる甲虫を得たので、報告する。

種の同定で大変お世話になり、また、発表を勧めていただいた高羽正治氏に、深くお礼申

し上げる。

１．オオクラフナガタハナノミ Pentaria ohkurai Nakane

2000年５月26日 金沢市曲子原 １頭採集 松井正人

２．マルガタキスイ Curelius japonicus Reitter

2000年６月30日 金沢市曲子原 １頭採集 松井正人

３．タナカツヤハネゴミムシ Anisodactylus andrewesi (Schauberger)

2000年６月30日 金沢市曲子原 １頭採集 松井正人

４．チビズマルヒメハナムシ Phalacrus luteicornis Champion

2000年９月１日 金沢市曲子原 １頭採集 松井正人

５．マルメサルゾウムシ Phytobius quadricornis roelofsi Hustache

2000年９月29日 金沢市曲子原 １頭採集 松井正人

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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い
ぶ
ん
と
早
い
。
良
い
品
物
な
の

で
、
年
に
一
度
は
共
同
購
入
を
考

え
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

マ
イ
マ
イ
高
じ
て
つ
い
に
粟
島

井
村
会
長
、
例
会
で
マ
イ
マ
イ

個
体
群
の
話
を
し
て
い
た
と
思
っ

た
ら
、
早
速
粟
島
に
渡
っ
て
ア
オ

マ
イ
マ
イ
を
ゲ
ッ
ト
。
一
人
で

行
っ
た
と
言
う
か
ら
相
当
の
め
り

込
ん
で
い
る
。

オ
オ
シ
モ
フ
リ
ス
ズ
メ
採
れ
る

ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
舞
う
頃
、
燈
火

に
飛
来
す
る
が
、
近
年
は
ほ
と
ん

ど
観
察
さ
れ
ず
、
石
川
県
の
レ
ッ

ド
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
春

は
金
沢
と
吉
野
谷
で
採
れ
た
。

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
は
越
冬
可
能
か

人
気
の
あ
る
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
は
、
分
布
の
拡
大
か
ら
越
冬

ま
で
、
細
か
く
調
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
地
味
な
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

と
な
る
と
、
何
に
も
分
か
ら
な
い
。

越
冬
は
観
察
さ
れ
て
い
な
い
が
、

成
虫
は
、
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

と
似
た
よ
う
な
五
月
中
旬
か
ら
観

察
さ
れ
て
い
る
。

奥
能
登
の
ス
ジ
ボ
ソ
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ

最
近
、
奥
能
登
で
観
察
さ
れ
な

く
な
っ
た
と
の
情
報
か
ら
、
会
員

が
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ポ
ツ

ポ
ツ
と
目
撃
さ
れ
、
柳
田
や
輪
島

で
は
、
卵
や
幼
虫
が
観
察
さ
れ
た
。

哀

れ

な

ヒ

ダ

ギ

フ

ポ

イ

ン

ト

採
集
禁
止
の
看
板
が
立
っ
て
い

た
産
地
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
パ
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
た
産
地
、
い
ず
れ
も
今
年

は
工
事
現
場
に
な
っ
て
い
た
。

今
森
光
彦
氏
、
金
沢
に
来
た
る

里
山
物
語
の
映
像
と
語
り
、
古

き
良
き
時
代
の
思
い
で
が
ジ
ワ
ジ

ワ
と
涌
い
て
き
て
、
フ
ワ
～
と
言

う
か
、
ボ
ワ
～
と
い
う
か
、
余
韻

が
し
ば
ら
く
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

手
取
川
の
ク
ロ
ツ
ヤ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
コ
バ
ネ

蛾
を
や
り
蝶
を
や
り
、
甲
虫
も

か
じ
る
富
沢
氏
、
ク
ロ
ツ
ヤ
ヒ
ゲ

ナ
ガ
コ
バ
ネ
を
求
め
て
、
手
取
川

河
原
に
通
っ
て
い
る
が
、
な
か
な

か
採
れ
な
い
。
最
近
は
、
グ
ミ
の

枯
枝
が
気
に
な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い

ら
し
い
が
、
そ
れ
で
も
採
れ
な
い
。

「
内
浦
町
チ
ョ
ウ
目
録
」
に
着
手

日
吉
宏
朗
氏
、
勤
務
地
が
今
春

か
ら
内
浦
町
と
な
り
、
内
浦
町
の

目
録
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。
二

十
世
紀
末
の
記
録
種
は
十
七
種
だ

が
、
輪
島
市
に
匹
敵
す
る
七
十
種

以
上
を
目
指
し
て
燃
え
て
い
る
。

黒
い
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
と
青
い
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

石
川
県
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
は
黒
い

ゴ
マ
で
有
名
だ
が
、
青
い
ゴ
マ
も

採
れ
る
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。
一

説
に
よ
れ
ば
、
多
雪
の
年
は
黒
く

な
り
、
少
雪
の
年
は
青
く
な
る
と

い
う
。
さ
て
、
今
年
は
青
い
か
な
。

例

会

の

記

録

四
月
四
日
（
木
）
城
南
管
工
一

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

今
年
の
ギ
フ
は
発
生
が
早
く
、

三
月
中
に
鳥
越
村
ま
で
発
生
前
線

は
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
何
処
の

産
地
も
発
生
量
多
く
、
か
つ
小
型
。

前
翅
の
Ｙ
斑
が
リ
ン
グ
状
に
な
る

も
の
が
多
い
な
ど
、
ギ
フ
一
色
に

染
ま
っ
た
感
じ
の
例
会
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
話
題
で
は
、
ニ
ジ
イ

ロ
ク
ワ
ガ
タ
は
長
生
き
、
尾
根
で

ブ
ル
ー
ネ
ッ
ト
を
振
る
と
ギ
フ
が

集
ま
る
、
能
登
で
採
れ
る
ゲ
ン
ゴ

は
こ
れ
だ
、
昼
休
み
は
高
速
飛
ば

し
て
ギ
フ
採
集
、
ビ
カ
ビ
カ
を
数

頭
採
る
か
多
少
ボ
ロ
で
も
ガ
ッ
ポ

リ
採
る
か
、
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
生
田
、
生
田
（
耕
）
、

松
井
、
中
西
、
富
沢
、
勝
海
、
井

村
、
山
岸
、
指
田
の
九
人
。

例

会

の

記

録

五
月
二
日
（
木
）
城
南
管
工
一

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

前
半
の
連
休
が
終
り
、
後
半
に

備
え
て
の
情
報
収
集
会
と
な
っ
た
。

三
月
に
仙
台
で
ヒ
メ
ギ
フ
、
四

月
に
入
っ
て
エ
ン
ジ
ン
全
開
ギ
フ

ガ
ッ
ポ
リ
、
赤
谷
の
ギ
フ
は
大
当

た
り
、
ギ
フ
の
眼
状
紋
が
多
い
の

は
高
密
度
の
せ
い
か
、
指
田
ギ
フ

ツ
ア
ー
に
賛
同
者
現
る
、
庄
川
の

ギ
フ
産
地
は
何
処
も
工
事
で
ボ
ロ

ボ
ロ
、
松
任
で
採
れ
た
ギ
フ
の
謎
、

尾
添
水
系
に
舞
う
サ
イ
シ
ン
食
い

の
ギ
フ
、
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
大
脇
、
指
田
、
中
西
、

松
井
、
富
沢
、
生
田
（
耕
）
、
久

慈
、
西
、
井
村
の
九
人
。

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５６ ＪＵＮ. ２００２
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知
念
村
で
最
大
級
の
目
撃
記
録

生
田
氏
、
三
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
四
日
は
沖
縄
旅
行
。
晴
れ
た

の
は
二
十
二
日
の
み
で
、
天
気
に

泣
か
さ
れ
た
が
、
知
念
村
で
仲
良
く

ネ
ッ
ト
を
振
る
日
吉
夫
妻
を
目
撃
。

行

っ

て

来

ま

し

た

沖

縄

旅

行

日
吉
夫
妻
、
三
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
六
日
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
沖

縄
本
島
を
走
り
廻
る
。
残
念
な
こ

と
に
低
温
強
風
で
成
果
が
上
が
ら

な
か
っ
た
が
、
石
川
県
で
も
目
撃

で
き
な
い
生
田
氏
を
目
撃
し
、

び
っ
く
り
仰
天
。

初
ネ
ッ
ト
は
今
年
も
ハ
ワ
イ
で

小
松
の
矢
田
氏
、
飛
び
回
る
ギ

フ
チ
ョ
ウ
を
後
目
に
ハ
ワ
イ
旅

行
。
ネ
ッ
ト
も
竿
も
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
に
忍
ば
し
た
も
の
の
、
い
ざ
出

陣
と
言
う
時
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
金
具

が
無
い
の
に
気
が
付
い
た
。
ネ
ッ

ト
の
先
を
器
用
に
振
っ
て
、
何
と

か
三
種
を
採
集
。

今
年
は
春
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
ず

ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
、
三
月
十
六
日

に
初
観
察
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

休
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
発
生

状
況
が
つ
か
め
な
い
。
二
十
四
日

は
事
も
有
ろ
う
に
降
雪
が
有
り
、

じ
っ
と
耐
え
て
い
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ

が
目
に
浮
か
ぶ
。
次
に
暖
か
く

な
っ
た
ら
、
大
乱
舞
間
違
い
な
し

だ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
は
ウ
ィ
ー

ク
デ
ー
。
学
生
が
う
ら
や
ま
し
い
。

単
身
赴
任
で
ホ
テ
ル
に
長
期
滞
在

兵
庫
の
山
本

治
氏
、
年
内
い
っ

ぱ
い
は
金
沢
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
。

こ
の
際
、
金
沢
の
蝶
で
も
採
ろ
う

か
と
、
蝶
談
会
に
入
会
し
た
。

〒
９
２
０-

０
９
６
１

金
沢
市
香
林
坊
二
丁
目
一
の
一

「
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
」

勝

海

雅

夫

氏

、

金

沢

に

戻

る

数
年
に
一
度
は
転
居
し
、
各
地

を
転
々
と
し
て
い
る
勝
海
氏
、
十

年
ぶ
り
に
金
沢
に
戻
っ
て
き
た
。

〒
９
２
１-

８
０
５
１

金
沢
市
黒
田
一
丁
目
二
十
三
の
二

何

で

今

頃

蠅

が

出

て

く

る

の

北
海
道
産
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
、
コ

マ
ユ
バ
チ
や
ら
蠅
に
寄
生
さ
れ
て

て
、
蛹
化
し
た
の
は
極
わ
ず
か
。

年
内
に
羽
化
し
た
と
も
聞
い
た

が
、
手
持
ち
の
蛹
は
羽
化
せ
ず
、

全
て
年
を
越
す
。
三
月
下
旬
か
ら

毎
日
眺
め
て
い
た
ら
、
次
か
ら
次
と

寄
生
蠅
が
出
て
き
て
蛹
に
な
っ
た
。

酒
と
ビ
ー
ル
と
寿
司
と
ギ
フ
チ
ョ
ウ

四
月
例
会
の
一
日
前
、
多
摩
虫

軍
団
ギ
フ
チ
ョ
ウ
北
陸
方
面
隊
と

夜
の
懇
親
会
。
土
砂
降
り
の
中
、

翌
日
の
晴
天
を
期
待
し
な
が
ら
ギ

フ
チ
ョ
ウ
談
義
に
花
が
咲
く
。

標
本
箱
第
二
陣
三
十
箱
が
到
着

一
陣
か
ら
遅
れ
る
こ
と
一
ケ
月
、

残
り
三
十
箱
が
到
着
し
た
。
一
時

期
の
事
を
考
え
る
と
、
到
着
が
ず

翔 １５６号 例会は偶数月・５月・７月の第１木曜日８時から

Tobu 2002年６月１日発行 ＴＥＬ参加もＯＫです（076-244-3318）
百 万 石 蝶 談 会

http://member.nifty.ne.jp/hakusan/ 至平和町 ここの事務所でやってるよ

金沢市大場町東871-15 松井方 Ý
2 920-3121 5 076 -258 -2727 自衛隊

郵 便 振 替 0 0 7 5 0-８ -５６２ 喫茶モナリザ

印 刷 小 西 紙 店 印 刷 所 犀川

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５６ ＪＵＮ. ２００２

会
員
の
動
き
・
し
ゃ
ば
の
動
き
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